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藤巻英俊大原技術
株式会社

　令和  年  月

　　　　　　　小千谷市　　千谷川　　地内

水槽部側壁嵩上げ計画図(1)
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新潟県小千谷市建設課

　令和 3年10月
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管理用扉（２）

管理用扉（１）

2260

（新設）

（新設）

既設管理橋（改造）

渡り版（新設）

Ｂ６００×Ｌ１６５０

張出し架台（１）（新設）

Ｂ８００×Ｌ１３００

張出し架台（２）（新設）

Ｂ５００×Ｌ１３００
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既設張出し架台（改造）

・手すり、床エキスパンドメタル撤去

・床板（縞鋼板）現場溶接

・支柱及び鋼製側壁　現場溶接

・取付プレート位置変更（４カ所）
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平　面　図

支柱部標準断面図 パネル中間部標準断面図

張出し架台部標準断面図

・手すり支柱５００ｍｍ移動（１カ所）
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管理用扉（１）詳細図 管理用扉（２）詳細図

支持台　３組製作
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渡り版断面図

張出し架台部標準断面図

パネル（１）

パネル（３）

パネル（２）

パネル（４）

パネル（５）

チッピング

H-125×60×6/8

H-150×150×7/10

パネル PL-6

L-75×75×6

モルタル 1:3
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L-75×75×6

パネル PL-6

受け台リブ PL-9

注）鋼製側壁の接続箇所や扉では合成ゴム等による密閉性を確保すること。

　　鋼材、副部材の詳細については、数量計算書内の「材料表」参照のこと。

茶郷川第一放水路水槽部 補修及び嵩上げ工事

令和 4 年度　　工事番号　　河川 第1号

※位置の変更理由：新設するフェンスと干渉するため

人が通れるスペースを設ける

既設のｽﾃｰｼﾞに設置されている柵を撤去

※今回嵩上げする箇所に既設フェンスが
　あり支障となるため、撤去。（外周全て）

ハンドル有り
※今後も操作できるように配慮すること

※ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙのままだと、漏水するため
　止水性を考慮し、縞鋼板に変更する。

※青字：監督員のメモ（根拠等）

※管理橋にポンプが設置されていれば、ポンプも移設に支障となる
　ため、管理橋と一緒に撤去する。

※嵩上げ工完了時に、隙間等により漏水する
　箇所がないか確認し、監督員に報告すること。。
　隙間処理が必要な個所があれば、シーリング等で
　対処すること。（設計変更の対象とする。）

※土木工事に含む

※土木工事に含む

※フェンス設置後も
　ﾊﾝﾄﾞﾙ操作を行なえるように
　するため


